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◎
一
般
会
計

平
成
20
年
度
の
一
般
会
計
予

算
額
を
１
８
３
０
万
８
千
円
増

の
87
億
２
９
４
７
万
２
千
円
で

可
決
し
ま
し
た
。

歳
出
の
主
な
も
の
と
し
て
は
、

以
前
か
ら
進
め
て
き
た
町
道
二

子
古
田
線
と
県
道
本
荘
平
岡
線

と
の
交
差
点
用
地
の
買
収
交
渉

が
成
立
し
、
そ
の
工
事
費
用
な

ど
１
４
９
５
万
６
千
円
を
増
額

し
ま
し
た
。

ま
た
、
裁
判
員
の
参
加
す
る

刑
事
裁
判
に
関
す
る
法
律
の
施

行
に
伴
い
、
既
存
の
住
民
基
本

台
帳
電
算
処
理
シ
ス
テ
ム
を
改

修
し
、
９
月
ま
で
に
名
簿
調
製

す
る
た
め
１
２
３
万
５
千
円
を

増
額
。
こ
の
費
用
は
、
最
高
裁

判
所
か
ら
交
付
金
が
措
置
さ
れ

ま
す
。

ア
ス
ベ
ス
ト
調
査
で
は
、
基

準
の
見
直
し
な
ど
に
伴
い
、
幼

稚
園
、
小
・
中
学
校
、
役
場
庁

舎
な
ど
８
施
設
17
カ
所
で
１
７

０
万
円
増
額
し
ま
し
た
。

小
・
中
学
校
の
「
い
き
い
き

学
校
」「
ふ
る
さ
と
文
化
い
き

い
き
学
校
」「
学
校
に
お
け
る

い
き
い
き
教
室
」
の
三
事
業
に

つ
い
て
は
、
県
が
初
期
の
目
的

達
成
な
ど
を
理
由
と
し
て
廃
止

し
た
た
め
１
２
２
万
円
減
額
し

ま
し
た
。

歳
入
の
主
な
も
の
と
し
て
は
、

前
記
の
住
民
基
本
台
帳
電
算
処

理
シ
ス
テ
ム
改
修
に
伴
う
交
付

金
１
２
３
万
４
千
円
と
、
財
源

調
整
の
た
め
財
政
調
整
基
金
２

６
２
１
万
５
千
円
を
増
額
す
る

反
面
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

実
証
運
行
を
実
施
し
な
い
た
め
、

補
助
金
を
８
５
０
万
円
減
額
し

ま
し
た
。

な
お
、
主
な
質
疑
内
容
は
次

の
通
り
。

町
道
二
子
古
田
線
の
道
路
改

良
は
、
(旧)
タ
ー
ト
ル
駐
車
場
南

側
の
交
差
点
か
。

そ
の
交
差
点
東
側
で
あ
り
、

秋
に
は
工
事
に
着
手
し
、
年
内

の
完
成
を
目
指
す
。

他
の
施
設
の
ア
ス
ベ
ス
ト
調

査
は
。

今
回
の
調
査
で
、
対
象
施
設

す
べ
て
で
あ
る
。

小
・
中
学
校
の
三
事
業
廃
止

で
支
障
は
出
な
い
の
か
。

本
年
度
よ
り
、
地
域
支
援
本

部
の
設
置
に
着
手
す
る
。

◎
特
別
会
計

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会

計
に
つ
い
て
は
、
老
人
保
健
医

療
費
へ
の
拠
出
金
が
確
定
し
た

た
め
、
４
６
３
２
万
８
千
円
増

額
補
正
し
ま
し
た
。

◎
水
道
事
業
会
計

水
道
事
業
会
計
に
つ
い
て
は
、

新
島
に
お
け
る
給
配
水
管
の
設

置
に
伴
い
、
補
正
し
ま
し
た
。

「
監
査
委
員
条
例
」
で
は
、

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全

化
に
関
す
る
法
律
の
施
行
（
４

月
１
日
施
行
）
に
伴
い
、
実
質

赤
字
比
率
な
ど
の
健
全
化
判
断

比
率
に
つ
い
て
、
監
査
委
員
が

審
査
し
て
議
会
に
報
告
し
、
公

表
す
る
よ
う
改
正
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
財
政
破
綻
の

未
然
防
止
、
財
政
の
早
期
健
全

化
な
ど
、
地
方
分
権
に
ふ
さ
わ

し
い
自
己
規
律
に
よ
る
財
政
運

営
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

「
町
立
学
校
使
用
条
例
」
で

は
、
義
務
教
育
の
充
実
を
目
的

と
す
る
学
校
教
育
法
の
改
正

（
平
成
19
年
改
正
）
に
伴
い
、
引

用
条
文
の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

平
成
20
年
７
月
19
日
の
農
業

委
員
任
期
満
了
に
伴
い
、
佐
伯

ヤ
エ
子
氏
（
西
野
添
）、
杉
原

智
氏
（
大
中
）
の
二
人
を
議
会

推
薦
と
し
て
再
任
し
ま
し
た
。

任
期
は
３
年
で
す
。

教
職
員
や
教
育
予
算
の
確

保
・
充
実
を
求
め
る
請
願
が
２

件
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
請
願
は
、
総
務
文

教
常
任
委
員
会
に
付
託
し
、
審

査
し
た
結
果
、
委
員
会
、
定
例

会
と
も
賛
成
多
数
で
採
択
さ
れ

ま
し
た
。

こ
の
あ
と
、
議
員
の
発
議
に

よ
る
「
次
期
定
数
改
善
計
画
の

実
施
と
、
義
務
教
育
費
国
庫
負

担
制
度
の
２
分
の
１
復
元
と
堅

持
を
求
め
る
意
見
書
」
が
提
出

さ
れ
、
こ
の
意
見
書
に
つ
い
て

も
原
案
通
り
可
決
、
政
府
な
ど

関
係
機
関
に
送
付
し
ま
し
た
。
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６
月
定
例
会
は
、
３
日
か
ら
11
日
ま
で
開
か
れ
、
工
事
請
負
契
約
締
結
、
条
例
改
正
、
補
正
予
算
な
ど
の
議
案
が
提
出
さ

れ
、
す
べ
て
原
案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。
ま
た
、
議
員
発
議
と
し
て
教
職
員
や
教
育
予
算
の
確
保
・
充
実
を
求
め
る
意
見
書

が
提
出
さ
れ
、
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

な
お
、
14
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
、
町
当
局
の
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

家
庭
の
可
燃
ご
み
を
処
理
す

る
「
ご
み
焼
却
施
設
」
は
、
川

崎
重
工
業
㈱
が
約
24
億
円
で
施

工
し
、平
成
４
年
４
月
に
稼
動
。

そ
れ
以
降
毎
年
、
施
設
の
延
命

化
を
図
る
た
め
点
検
整
備
な
ど

が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

議
案
は
、
①
炉
内
耐
火
物
②

２
号
炉
エ
ア
ー
ヒ
ー
タ
③
電
気

集
じ
ん
機
④
ご
み
ク
レ
ー
ン
ロ

ー
カ
ル
機
器
な
ど
の
補
修
を
、

随
意
契
約
で
カ
ワ
サ
キ
プ
ラ
ン

ト
シ
ス
テ
ム
ズ
㈱
関
西
支
社

（
大
阪
市
北
区
）
が
９
０
８
２

万
５
千
円
で
請
け
負
う
内
容
。

こ
の
契
約
金
額
の
妥
当
性
に

つ
い
て
は
、
昨
年
６
月
定
例
会

で
の
提
言
に
よ
る
民
間
活
用
に

沿
っ
て
、
第
三
者
機
関
の
(社)
大

阪
技
術
振
興
協
会
に
対
し
、
見

積
金
額
の
審
査
を
委
託
。
協
会

か
ら
提
示
の
あ
っ
た
金
額
を
基

に
、
契
約
金
額
の
交
渉
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

工
期
は
平
成
21
年
３
月
25
日

ま
で
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

工
事
請
負
契
約
は
予
定
価
格

５
千
万
円
以
上
の
場
合
に
議
会

の
議
決
を
要
す
る
こ
と
に
な
っ

て
お
り
、
質
疑
な
ど
を
経
て
審

議
し
た
後
、
原
案
通
り
可
決
し

ま
し
た
。

な
お
、
主
な
質
疑
内
容
は
次

の
通
り
。

(社)
大
阪
技
術
振
興
協
会
へ
の

委
託
料
は
。

工
事
請
負
契
約
金
額
と
は
別

に
75
万
２
６
０
０
円
の
審
査
手

数
料
を
支
払
っ
て
い
ま
す
。

当
初
の
見
積
金
額
よ
り
減
っ

た
の
か
。

減
っ
て
い
ま
す
。
当
初
の
見

積
金
額
は
約
１
億
５
千
万
円

で
、
第
三
者
機
関
に
見
積
書
の

審
査
を
委
託
し
ま
し
た
。

工
事
請
負
契
約
を
可
決

Ａ ＱＱＡ

補
正
予
算

条
例
改
正

農
業
委
員
を
推
薦

請
願
２
件
を
採
択

政
府
な
ど
に
意
見
書
を

提
出

Ａ Ｑ ＱＡ Ａ Ｑ

▲補修が必要になってきたごみ焼却施設「じん芥処理センター」

6月定例会 

第
三
者
機
関
が
契
約
金
額
を
審
査
 




